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１．はじめに 
 
 令和７年７月２２日、市長より雲仙市水道料金及び下水道使用料審議会委員

に１０名の委員が委嘱され、同日に「持続可能な事業運営のための下水道使用

料の適正化について」諮問を受けました。 
 雲仙市の下水道事業につきましては、市民の皆様の快適な生活環境の保全と 
公共用水域の水質保全に重要な役割を担っておりますが、令和６年度に見直し

を行った下水道事業経営戦略では、今後人口減少による使用料収入の減少や、

施設の老朽化に伴う改築更新費用の増加が見込まれており、経営がさらに厳し

くなると推測されています。 
 下水道事業は、運営に要する経費を使用料収入で賄う独立採算制が原則であ

りますが、雲仙市の下水道事業においては経費回収率が５０％程度と低く、令

和６年度においては経費回収率が５０％を下回っている状況であり一般会計か

らの繰入金に依存している状況です。 
 これまでの使用料の検討について、公共下水道事業、農業集落排水事業、小

規模集合排水事業、浄化槽市町村施設整備事業、特定環境保全公共下水道事業

の雲仙地区の旅館ホテル以外では合併前の旧町で定められた地域によって異な

っていた使用料体系及び使用料の統一が平成２８年度に行われていますが、雲

仙地区の旅館、ホテル等については、適正な処理水量の把握が容易でないこと

から現行の人頭割制とすることとなり、使用料単価については平成９年度以降

改定されず低い水準のまま現在に至っている状況です。 
このような状況を踏まえて、市長の諮問の趣旨を急務な命題であると認識

し、持続可能な事業運営のための下水道使用料の適正化について５回の審議会

を開催し、慎重に審議した結果を答申するものです。 
 
 
２．答申内容について 
 
（１）使用料体系について 

 
特定環境保全公共下水道事業である雲仙処理区の旅館、ホテルについては

適正な排出量の把握が困難であることから現行と同じ「人頭割制」とする。 
特定環境保全公共下水道事業である雲仙処理区のホテル旅館以外、公共下

水道事業、農業集落排水事業、小規模集合排水事業、浄化槽市町村施設整備

事業については、現行と同じ基本使用料＋従量使用料の「二部使用料制」と

する。 
 
 



（２）使用料について 
 
・特定環境保全公共下水道事業である雲仙処理区の旅館ホテル（人頭割制） 
 

現行より１００．０％の改定を行う必要があるが、使用者への影響が大きい

ことから、使用者に対する負担の軽減を図るため段階的な改定が必要であると

判断した。 
 
【現行】 

区  分 単 位 単価（税別） 
宿泊者 一般 

１人当たり 
７５円 

修学旅行生 ５５円 
家族、従業員及びパート ２５円 

 
【改定後】 
令和８年１０月使用分から令和９年９月使用分まで 

区  分 単 位 単価（税別） 現行単価からの

引上げ率 
宿泊者 一般 

１人当たり 
１００円 ３３．３％ 

修学旅行生 ７５円 ３６．４％ 
家族、従業員及びパート ３５円 ４０．０％ 

 
【改定後】 
令和９年１０月使用分から令和１０年９月使用分まで 

区  分 単 位 単価（税別） 現行単価からの 
引上げ率 

宿泊者 一般 
１人当たり 

１３０円 ７３．３％ 
修学旅行生 ９５円 ７２．７％ 

家族、従業員及びパート ４５円 ８０．０％ 
 
【改定後】 
令和１０年１０月使用分以降 

区  分 単 位 単価（税別） 現行単価からの 
引上げ率 

宿泊者 一般 
１人当たり 

１５０円 １００．０％ 
修学旅行生 １１０円 １００．０％ 

家族、従業員及びパート ５０円 １００．０％ 
 
 



・特定環境保全公共下水道事業である雲仙処理区の旅館ホテル以外、公共下水

道事業、農業集落排水事業、小規模集合排水事業、浄化槽市町村施設整備事業

（二部使用料制） 
 

現行より２０．０％以上の改定を行う必要があるが、使用者への影響が大き

いことから、使用者に対する負担の軽減を図るため段階的な改定が必要である

と判断した。 
 
【現行】 

区  分 単 位 単価（税別） 
基本使用料 ５㎥まで １，０００円 
従量使用料 １㎥あたり １２０円 

 
【改定後】 
令和８年１０月使用分から令和９年９月使用分まで 

区  分 単 位 単価（税別） 現行単価からの 
引上げ率 

基本使用料 ５㎥まで １，１００円 １０．０％ 
従量使用料 １㎥あたり １３０円 ８．３％ 

 
【改定後】 
令和９年１０月使用分から令和１０年９月使用分まで 

区  分 単 位 単価（税別） 現行単価からの 
引上げ率 

基本使用料 ５㎥まで １，１５０円 １５．０％ 
従量使用料 １㎥あたり １４０円 １６．７％ 

 
【改定後】 
令和１０年１０月使用分以降 

区  分 単 位 単価（税別） 現行単価からの 
引上げ率 

基本使用料 ５㎥まで １，２００円 ２０．０％ 
従量使用料 １㎥あたり １５０円 ２５．０％ 

 
 
 
 
 



３．改定時期について 
  
 早期に改定することが望ましいが、市民の理解が得られるように十分な周知

期間を確保するため、改定時期は令和８年１０月１日とすることが適当である

と判断した。 
 なお、前述にあるように使用者に対する負担軽減を図るため段階的な改定が

必要であり、令和８年１０月を初年度とし、令和９年１０月、令和１０年１０

月の３段階で実施することが適当であると判断した。 
 
 
４．附帯意見について 
  
（１）下水道事業の経営改善の努力等を今後も継続し、更なる経営の健全化を

図られたい。 
（２）改築更新工事等を行う際には、人口減少による排水量の減少など現状を

把握し、また今後の予測を考慮し、過大な工事等にならないよう検討さ

れたい。 
（３）特定環境保全公共下水道事業雲仙処理区については、現在、旅館ホテル

の温泉排水（浴槽オーバーフロー水）を処理している状況にある。処理

施設の規模縮小、機器の延命化の観点からも、今後温泉排水（浴槽オー

バーフロー水）を処理しなくて良い方法を検討されたい。 
（４）現行、特定環境保全公共下水道事業である雲仙処理区の旅館ホテルにつ

いては人頭割制となっているが、公平性の観点から今後従量制の適用に

ついても検討されたい。 
（５）次回改定については、経営戦略の見直しが令和１１年度に予定されてい

ることから、見直し後の経営戦略を基に審議会を開催し、適正な使用料

のあり方について検討されたい。 
 
 
５．おわりに 
 
 本審議会では、諮問の趣旨である社会環境の変化に対応し、持続可能な健全

な事業運営を行うため適正な下水道使用料のあり方について審議を行い方向性

を示したところです。 
 下水道は、市民の皆様の快適な生活環境の保全と公共用水域の水質保全に重

要な役割を担っている必要不可欠なインフラであります。 
 今後も、経費削減や将来への負担軽減を考えながら、経営戦略に基づき健全

な事業運営に努め、下水道事業の一層の推進を切望します。 
 



（資料） 
〇審議会の開催状況 
 

・第１回審議会 令和７年７月２２日 
  雲仙市下水道事業の概要説明 
  下水道事業の現状と課題について 
   

・第２回審議会 令和７年９月３０日 
 下水道事業の将来見通しについて 
 下水道使用料体系について 

下水道使用料（案）について 
 
・第３回審議会 令和７年１０月２２日 

  下水道使用料（案）について 
 

・第４回審議会 令和７年１１月１７日 
  下水道使用料（案）について 
 

・第５回審議会 令和７年１２月３日 
 答申（案）について 
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委     員 宮  﨑   正  秋 
委     員 永  岡   藤  仁 
委     員 中  村     篤 
委     員 宮  田   郁  男 
委     員 福  田     努 
委     員 山 﨑 富 士 子 
委     員 岩  永   英  二 

 


